
腫瘍などにより口腔領域に欠損を有する患者は摂食嚥下障害や構音障害を伴う。顎補綴は患者 QOL の向上に寄与する重要な処置である。

本学附属病院顎補綴外来を受診した患者を対象に、質問票（OHIP）を使った主観的評価及び口腔機能精密検査結果を総合的に分析し、患者

の概要を把握する。そして、患者満足度に影響する機能的因子を明らかにすることで患者満足度の向上を目指す。機能的影響因子を把握する

ことで顎補綴患者の口腔機能の維持・回復、オーラルフレイル予防、そして健康寿命延伸に寄与できるものと期待される 
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